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2026年5月期
第１四半期
業績概況
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売上高は前年同期比11.0％増と堅調に推移し、安定した成長軌道を維持

第１四半期は概ね順調に推移し、今後のさらなる成長に向けた基盤を確立

● 保守契約台数は、着実に積み上がり、安定した収益の基盤を形成

● 前事業年度の好調な受注案件を背景に、保全・リニューアル業務も順調なスタート

● 2025年８月に三重支店を新設。営業・保守対応エリアの更なる拡充を図る

売上高 営業利益

50百万円1,046百万円

（前期同期比 11.0%） （前年同期比 △ 2.8%）

経常利益

52百万円

（前年同期比 1.6%）
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業
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概
況

2025年５月期第１四半期 決算ハイライト

業績概要

四半期純利益

31百万円

（前年同期比 △6.9%）

4

注:2025年５月期第１四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、監査法人の監査レビューを受けておりません
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● 将来的な事業拡大を見据え、人財の採用・育成や営業体制の強化といった戦略的な先行投資を実行

2025年５月期
第１四半期

2026年５月期
第１四半期

実績 実績 増減額 増減率

売上高 942,541 1,046,396 103,855 11.0%

売上原価 659,922 728,089 68,167 10.3%

売上総利益 282,618 318,306 35,687 12.6%

販売費及び一般管理費 230,650 267,808 37,157 16.1%

営業利益 51,968 50,498 △1,469 △2.8%

経常利益 51,950 52,823 873 1.6%

四半期純利益 33,691 31,354 △2,337 △6.9%

損益計算書（要約）

（単位：千円）
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注:2025年５月期第１四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、監査法人の監査レビューを受けておりません
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2025年５月期
第１四半期

2026年５月期
第１四半期

業務形態別の主な増減要因

実績 実績 増減額 増減率

保守業務 435,740 456,065 20,325 4.6% 持続的な営業による着実な契約の積み上げ

保全・リニューアル
業務

506,669 590,149 83,480 16.4% 前事業年度の好調な受注が大きく貢献

その他 131 181 50 38.1% -

売上高合計 942,541 1,046,396 103,855 11.0% -

業務形態別の売上高実績

● 保守業務、保全・リニューアル業務ともに順調に売上が推移

● 特に保全・リニューアル事業は、部品供給停止設備物件に対する提案強化、

施工管理体制の見直しに加え、改修需要の高まりも追い風となり、大幅に伸長

01

業
績
概
況

（単位：千円）

注:2025年５月期第１四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、監査法人の監査レビューを受けておりません
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保守業務 保全・リニューアル業務

業務形態別の売上高構成比

● 保全・リニューアル業務は、部品供給停止物件への提案強化や施工管理体制の見直しに加え、

旺盛なリニューアル需要の後押しもあり、堅調に推移

43.6%

56.4%

2026年５月期 第１四半期

売上高合計
1,046百万円

前年同期比
11.0%

01

業
績
概
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46.2%

53.7%

2025年５月期 第１四半期

売上高合計
942百万円

（2.7 pt）

（△2.6 pt）

注:2025年５月期第１四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、監査法人の監査レビューを受けておりません

注：当社の報告セグメントは「昇降機メンテナンス事業」の単一セグメントであります
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● 売上高は堅調に推移

● 営業利益のやや減少は、既存社員の待遇改善、将来成長を見据えた先行投資によるもので、想定の範囲内

51,968

1,046,396

△ 728,089
△ 105,702

△ 162,105
50,498

2025年５月期
第１四半期
営業利益

売上高 売上原価 人件費 その他 2026年５月期
第１四半期
営業利益

営業利益の変動要因
01

業
績
概
況

（単位：千円）

販売費及び一般管理費

注:2025年５月期第１四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、監査法人の監査レビューを受けておりません

増加 減少
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2025年５月期 2025年５月期 第１四半期

実績 実績 増減額

流動資産 1,448,089 1,272,337 △175,752

現金及び預金 563,834 453,448 △110,386

固定資産 232,007 245,108 △13,101

総資産 1,680,097 1,517,446 △162,650

負債 1,326,837 1,132,832 △194,005

有利子負債 549,416 515,272 △37,144

純資産 353,259 384,614 31,354

資本金 118,311 118,311 ー

資本準備金 96,302 96,302 ー

繰越利益剰余金 137,234 168,578 31,344

負債及び純資産合計 1,680,097 1,517,446 △162,650

自己資本比率 20.9% 25.2% 4.3pt

（単位：千円）

01

業
績
概
況

● 資本効率と先行投資を両立しつつ、自己資本比率は25.2％（＋4.3pt）と改善

貸借対照表（要約）
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直近のトピックス



Ⓒ 2025 Elevator Communications Co., Ltd. All rights reserved.

【概要】

2025年８月１日に、中部エリアとしては名古屋、岐阜に続く、

３支店目 となる三重支店を開設。

今後近隣支店と連携し、災害時などにおける早期復旧、

また営業・保守対応エリアの更なる拡充を目指す。

本支店を含む支店及び営業所数の合計は 48拠店 となる。

【今後の狙い】

自動車関連含む 製造業 及び 宿泊施設 を中心に新規保守獲得を目指し、

業績に貢献。

拠店拡大

➤ 2025年８月に48拠店目となる「三重支店」を開設

02

直
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

11



Ⓒ 2025 Elevator Communications Co., Ltd. All rights reserved.

【概要】

以前よりホームページ等で告知していた新エレベーター操作盤が、

2025年４月施工分より設置開始。

●特許取得済み（特許番号：第7395790号）

●スタイリッシュで操作しやすい当社独自のデザイン性

【背景と狙い】

当社独自の付加価値として、デザイン性に優れた操作盤の設置により、

建物の意匠性・機能性を高め、建物全体の資産価値向上に貢献することを

目指しております。

新操作盤リリース

➤ 2025年４月より特許を取得した「独自の新操作盤」をリリース

02
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【概要】

フルリニューアルと比較して 約40%削減 した

エスカレーターのセミリニューアルプランを提供開始。

※図の ① ② ④ ⑤ のみをリニューアル

※③は既存を流用いたします。

【背景と狙い】

お客様の多様なニーズに対応するため、価格面でのハードルを

下げ、安全性を確保した上でのご提供を実現すべく、コスト構

造の見直しや業務効率化にも継続的に取り組んでおります。

セミリニューアル

➤ 2025年２月よりエスカレーターの「セミリニューアル」を提供開始

02
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2026年5月期
通期業績予想
※通期業績予想は、現時点での合理的根拠に基づく見込み開であり、
今後実際の結果はこれらと乖離する可能性があります。
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● 将来的な事業拡大を見据え、メンテナンス技術員を中心とした人財強化と、採用・教育への積極的な投資を実施。

● 業務プロセスの最適化に向けたシステム投資および販売促進活動を継続し、安定的な成長基盤の構築を図る。

2025年５月期 2026年５月期 2026年５月期

通期 実績 第１四半期 実績 通期 予想 前期比 進捗率

売上高 4,048,476 1,046,396 4,664,530 15.2% 22.4%

売上原価 2,787,393 728,089 3,237,373 16.1% 22.5%

売上総利益 1,261,083 318,306 1,427,156 13.1% 22.3%

販売費及び一般管理費 996,380 267,808 1,128,534 13.2% 23.7%

営業利益 264,702 50,498 298,622 12.8% 16.9%

経常利益 263,815 52,823 291,458 10.8% 18.1%

当期（四半期）純利益 33,691 31,354 163,886 11.1% 19.1%

2026年５月期 通期業績予想

（単位：千円）

03

通
期
業
績
予
想
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● 保守の安定成長を基盤に、保全・リニューアルの需要を取り込み、年平均成長率16％を目指して連続増収を継続。

2,556,066
2,787,233

3,291,243

4,048,476

1,046,396

2022年５月期 2023年５月期 2024年５月期 2025年５月期 2026年５月期

売上高成長
03

通
期
業
績
予
想

4,664,530

（単位：千円）

↓第１四半期

注：2022年５月期及び2023年５月期は、監査法人による監査を受けておりません。
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△ 0.2
2.6

4.2
5.2 6.4

利益成長

● 売上の伸長を背景に、業務プロセスの最適化による生産性の向上が進み、営業利益は着実に成長しています。

営業利益 営業利益率（％）

03

通
期
業
績
予
想

△ 6,212

73,864

140,186

264,702

50,506

2022年５月期 2023年５月期 2024年５月期 2025年５月期 2026年５月期

298,622

↓第１四半期

注：2022年５月期及び2023年５月期は、監査法人による監査を受けておりません。

（単位：千円）
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今後の成長戦略
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以下の3つの基盤に基づき、成長戦略を展開

① リニューアル工事の対応強化

② 戦略的業務提携による顧客層の拡大

③ 業務ＤＸ化の推進

需要の高いリニューアル工事の受注を強化するため、人財投資と工程管理の徹底を行う。安全・安心を担保し
た施工期間内での対応を重視し、受注台数の拡大を目指す。また、エスカレーターリニューアルをエレベーター
に続く事業の柱として強化し、成長を加速させる。

地域の名士や業界リーダー、企業との戦略的提携を強化し、シナジー効果を最大化。各地域におけるパート
ナーシップを活用し、新規案件の紹介を通じて、保守契約台数の拡大と保全・リニューアル工事の獲得を目指
す。

基幹システム「Assist」を活用した地震災害時のWEB復旧要請システム「Qサポ」や、災害時発動機能「イージ
スモード」の更なる進化を図る。管理機能の強化を通じて顧客とのリレーションシップを深化させ、安心・安全な
サポート体制の強化を目指す。

成長戦略の３つの基盤
04

今
後
の
成
長
戦
略
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昇降機メンテナンス事業の成長シナリオとして、以下の事業戦略に
取り組む

【戦略１】 北海道・西日本地域での事業強化

【戦略２】 既存市場の深耕

今後、特に北海道地区での保守台数の拡大、そして大阪を中心とする関西地区や四国地区など、
未出店地域の調査及びマーケティング強化を行い、新規店舗展開を進める。近隣支店との相互協
力によって、地域ごとの「点から面」でのサービス提供を目指し、顧客の安全・安心をサポート。この
施策により、保守契約台数の拡大を図り、事業の成長基盤を構築する。

既存市場では、特にエレベーターなどの昇降機の保守点検において、稼働を脅かす事象を未然に防
ぐため、きめ細やかな指摘提案を強化。この取り組みにより、故障率や長期停止率のさらなる低下を
実現し、顧客満足度の向上を目指す。

２つの成長戦略
04

今
後
の
成
長
戦
略
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APPENDIX
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会社概要（2025年10月14日現在）

社 名 エレベーターコミュニケーションズ株式会社

設 立 2006年２月

代 表 者 代表取締役社長 薄田 章博

本 社 東京都品川区南大井六丁目16番16号 鈴中ビル大森３階

資 本 金 118百万円

従 業 員 216名（パート・アルバイトは除く）

事 業 内 容 ・エレベーター等の保守/点検
・エレベーター等の保全工事及び改修
・リニューアル工事

WEBサイト https://www.evcom.co.jp/

合計 48 拠点

※各拠点の一覧は、本APPENDIXに掲載

22
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多様な機種やメーカーの昇降機メンテナンスに対応できる
独立系の保守会社として、全国各地のニーズに応えたいという想いから、

2006年に設立いたしました。

ご利用者様の安全の確保、そして安心できる環境の維持を最優先とし、
メーカーに劣らない高品質なサービスをリーズナブルかつ、迅速に提供しております。

【 Mission 】

すべてのお客様に
スペシャリティメンテナンスをフェアプライスで

当社のミッション
05
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年月 内容

2006年２月 エレベーターの保守・管理業務の受託を目的として、東京都豊島区西池袋に当社を設立（資本金15,000千円）

2006年６月 支店第一号である甲府支店を開設

2007年１月 当社本社を東京都港区芝に移転

2007年１月 エレベーターのリニューアル業務の受託を開始

2012年10月 アップルエレベーター株式会社（本社：青森県八戸市）から青森地区のエレベーター保守事業を譲り受け

2014年４月 当社基幹システム上で遠隔監視・災害対応を管理する「イージスモード」機能の運用開始

2014年11月 当社本社を現在の東京都品川区南大井内で移転

2015年２月 有限会社平成エレベーター（本社：福岡県福岡市）から九州地区のエレベーター保守事業を譲り受け

2018年12月 建物管理事業を営むワンライフ株式会社（東京都豊島区）を吸収合併

2019年５月 大阪地区でのエレベーター保守関連事業を目的として、エレベーターアクシス株式会社（本社：大阪府大阪市）を合弁設立

2021年７月 地震災害時WEB復旧要請システム「Ｑサポ」の提供開始

2025年4月 札幌証券取引所アンビシャスへ株式上場

沿革
05
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拠点一覧（本社、48支店及び出張所）

設置年月 拠点

2006年２月 本社（東京都品川区）

2006年６月 甲府支店（山梨県甲府市丸の内）

2008年８月 相模原支店（神奈川県相模原市）

2008年10月 青森支店（青森県青森市）

2009年７月 横浜支店（神奈川県横浜市）

2009年７月 宇都宮支店（栃木県宇都宮市）

2010年６月 長野支店（長野県長野市）

2010年10月 盛岡支店（岩手県盛岡市）

2011年４月 秋田支店（秋田県秋田市）

2011年４月 松本支店（長野県松本市）

2011年６月 仙台支店（宮城県仙台市）

2012年４月 東京西支店（東京都小平市）

2012年４月 高崎支店（群馬県高崎市）

2012年10月 八戸支店（青森県八戸市）

2012年11月 郡山支店（福島県郡山市）

2013年１月 山形支店（山形県山形市）

2013年４月 茨城支店（茨城県つくば市）

2013年４月 千葉支店（千葉県千葉市）

2013年４月 さいたま支店（埼玉県さいたま市）

2013年11月 富山支店（富山県富山市）

2014年４月 城北支店（東京都板橋区）

2014年４月 城東支店（東京都墨田区）

2014年９月 金沢支店（石川県金沢市）

2014年10月 城南支店（東京都品川区）

設置年月 拠点

2014年12月 北九州支店（福岡県北九州市）

2015年２月 福岡支店（福岡県福岡市）

2015年2月 岐阜支店（岐阜県岐阜市）

2016年10月 函館支店（北海道函館市）

2016年10月 福井支店（福井県福井市）

2016年10月 佐賀支店（佐賀県佐賀市）

2017年10月 鳥取支店（鳥取県鳥取市）

2017年11月 松江支店（島根県松江市）

2018年５月 名古屋支店（愛知県名古屋市）

2018年７月 札幌支店（北海道札幌市）

2019年４月 熊本支店（熊本県熊本市）

2020年１月 長崎支店（長崎県長崎市）

2020年２月 登別支店（北海道登別市）

2020年10月 虻田支店（北海道虻田郡）

2020年11月 鹿児島支店（鹿児島県鹿児島市）

2021年11月 岡山支店（岡山県岡山市）

2022年１月 沖縄支店（沖縄県沖縄市）

2022年７月 日立出張所（茨城県日立市）

2022年10月 旭川支店（北海道旭川市）

2023年４月 広島支店（広島県広島市）

2023年10月 高松支店（香川県高松市）

2023年11月 大阪支店（大阪府大阪市）

2024年９月 石垣支店（沖縄県石垣市）

2024年12月 小樽支店（北海道小樽市）

2025年８月 三重支店（三重県津市）

※2025年10月14日現在の所在地を記載しております。
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当社のシェア
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● 昇降機の国内保守台数の割合としては、メーカー系が約80％、独立系が約20％となっており、徐々に独立系の

割合が増加傾向

● 当社のシェアは 約１％

80%      

11%

6%

1%
20%

メーカー系と独立系の国内保守台数の割合

メーカー系合計 Ａ社（独立系） Ｂ社（独立系） 当社（独立系） その他（独立系）

色 分類 保守台数

■ メーカー系合計 約72万台

■ Ａ社（独立系） 約10万台

■ Ｂ社（独立系） 約５万台

■ 当社（独立系） 約１万台

■ その他（独立系） 約２万台

国内合計 約90万台

独立系合計

※出所
・ 一般社団法人 日本エレベーター協会
「ELEVATOR JOURNAL No.55」より

・ 各社データは当社調べ

２%
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注１. 案件紹介者や代理店に対し、紹介料を支払う場合があります。

注２. メーカーや他の独立系メンテナンス会社から、保守業務を受託するケースもあります。

注３. 建築基準法においては、昇降機等検査員による年１回の法定検査を実施し、その検査結果を

ビルオーナー様等である昇降機所有者又は昇降機管理者に報告することが義務づけられております。

注４.一部地域に関しては、外注業者を使用しております。
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ビジネスの流れ

保守・工事の依頼/対価の支払い

部品の
発注/

仕入れ
代金の
支払い

ビルオーナー様等
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災害発生時、扉付近又はエレベーター内
にあるステッカーからQRコードの読み込む

技術員の現在地や

到着までの所要時間を

リアルタイムで確認

➤ ➤状況を選択の上
復旧を要請
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ITの活用①

➤ Web復旧要請システム 「Qサポ」

当社が保守を担当するエレベーターに、「Qサポ」アクセス用のQRコードを添付。

突発的な災害時には、利用者自身で当該QRコードをスマホ等で読み取り、直接、復旧要請の連絡が
可能となる。

また、「Qサポ」を利用することにより、マップ上で復旧対応に駆けつける技術員の位置情報を

リアルタイムで確認できるほか、おおよその到着時間を把握することができる。

28
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➤ 災害時発動機能 「イージスモード」

当社基幹システム「Assist」上で、遠隔監視と災害対応の管理を実現する機能。

大規模な災害が発生した場合でも、「イージスモード」に切り替える事で、被災した物件情報を即座に

共有でき、当社専門スタッフと現地技術員は、「災害一覧」と「災害マップ」を参照しながら、リアルタイム
で迅速な対応が可能。

＜災害一覧＞ ＜災害マップ＞

被災した物件の情報を、
リアルタイムで社内共有
できる。

復旧及びその対応状況
等が、ひと目で確認でき、
スムーズな復旧作業を実
現。

現地技術員は登録されて
いる災害マップを随時参
照・確認しながら、自身
のいる場所から最も近い
現場に直行することで、
迅速かつ効率的に復旧
作業が可能。
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ITの活用②
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